
今

号

の

法

語

■
山
口
教
区
慶
讃
法
要
・
萩
組
慶
讃
法
要
の
ご
案
内
■

関
連
行
事
に
は

本
年
二
〇
二
三(

令
和
五)

年
は
、親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

宗
八
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。「
親
鸞
聖
人
の
説
き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
浄

令
和
五
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定
一
覧

土
真
宗
の
教
え
に
出
遇
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
あ
り
得
な
か
っ
た

で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
い
う
聖
人
へ
の
感
謝
と
、そ
の
教
え
に
出
遇
え
た
こ
と
の
喜
び
を
込
め
て
、
★
光
山
寺
法
要
関
連

ご
門
徒
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
に
て
お
念
仏
ご
相
続
の
聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
い
、『
立
教
開
宗
』に
感
謝
す
る
」
法
要
で
す
。

九
月
二
六
・
二
七
日
（
火
・
水
曜
）

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素
は
光
山
寺
の
護
持
発

本
願
寺
で
は
三
月
二
九
日
か
ら
五
月
二
十
一
日
迄
こ
の
法
要
が
勤
修
さ

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
御
園
生
宣
尚
師
）

展
に
格
別
の
ご
尽
力
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
光
山
寺
で
は
春
の
永
代
経
法
要
に
合
わ
せ
て
勤
修
い
た

※
御
斎
は
両
日
と
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

お

と
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

し
ま
し
た
。
こ
の
度
、山
口
教
区
・
萩
組
で
の
慶
讃
法
要
が
左
記
の
日
程
で
勤

十
一
月
二
八
・
二
九
日
（
火
・
水
曜
）

さ
て
、
光
山
寺
の
護
持
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
日
ま
で
ご
門
修
さ
れ
ま
す
。
山
口
教
区
法
要
は
、
お
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

徒
か
ら
の
門
徒
会
費（
護
持
会
費
）の
徴
収
は
致
し
て
お
り
ま
で
き
る
だ
け
九
月
の
永
代
経
法
要
時
迄
に
光
山
寺
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

せ
ん
で
し
た
。
永
代
経
法
要
・
報
恩
講
法
要
等
に
よ
る
懇
志

★
山
口
教
区
慶
讃
法
要

九
月
十
六
日
（
土
曜
）

萩
組
慶
讃
法
要
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

収
益
に
よ
っ
て
、本
山
本
願
寺
へ
の
賦
課
金
（
税
金
の
よ
う
な

日
時

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日（
土
曜
）午
前
十
時
よ
り

十
一
月
二
五
日
（
土
曜
）

山
口
別
院
に
て
帰
敬
式

も
の
）・
山
口
教
区
賦
課
金
・
萩
組
賦
課
金
、ま
た
火
災
保
険

十
時

ご
法
要
「
新
制

御
本
典
作
法
」

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
日
～
火
曜
）

な
ど
を
な
ん
と
か
支
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

（
ご
法
要
に
先
立
ち
、稚
児
行
列
で
ご
法
要
を
お
迎
え
し
ま
す
）

山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

萩
組
参
拝
日
二
七
日

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
過
疎
化
に
よ
る
お
参
り
の
減
少

十
一
時

ご
法
話

深
水
健
司

氏

★
子
ど
も
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

な
ど
、寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
等
に
よ
り
光
山
寺
建
物

(

本
願
寺
派
布
教
使

四
州
教
区

今
治
組

太
平
寺)

十
二
月
十
日

子
ど
も
報
恩
講
（
萩
組
引
受
け
、
後
日
詳
細
あ
り
）

の
維
持
管
理
、
寺
院
の
護
持
の
た
め
に
は
、ご
門
徒
の
皆
様
か

十
二
時

休
憩

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
十
一
時
半
（
庫
裏
）

ら
の
門
徒
会
費
徴
収
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

十
三
時

慶
讃
法
要
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

十
二
月
三
一
日
（
日
曜
）
※
除
夜
会
（
富
く
じ
抽
選
会
あ
り
）

り
ま
し
た
。
山
口
県
内
の
浄
土
真
宗
寺
院
、
六
五
三
ヶ
寺
の

（
雅
楽
と
二
胡
、そ
し
て
サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
共
演
）

★
仏
教
壮
年
会
関
連

中
で
、
護
持
会
費
を
徴
収
し
て
い
な
い
の
は
、
光
山
寺
を
含
め

十
五
時
半

閉
会(

施
設
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
は17

時
ご
ろ
ま
で
開
催)

十
月
二
二
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
白
水
小
）

て
二
十
数
ヶ
寺
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

会
場

Ｋ
Ｄ
Ｄ
ＩI

維
新
ホ
ー
ル

（
新
山
口
駅
前
））

十
一
月
二
八
日
（
火
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
・
役
員
会

こ
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て
光
山
寺
護
持
会
の
護
持
会
費
検

（
山
口
市
小
郡
令
和1

丁
目1-

1
(0
8
3
-
9
0
2-
6
7
27
)

）

十
二
月
十
六
日
（
日
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

討
委
員
会
に
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
ま
り
ま
し
た
が
、来

※
申
込
み
必
要
で
す
。
懇
志
は
二
千
円
、
昼
食
が
必
要
な
方
は
弁
当
代
七
百

★
仏
教
婦
人
会
関
連

年
度（
令
和
六
年
）よ
り
皆
さ
ま
に
門
徒
会
費
を
お
願
い
せ
ざ

円
を
前
納
と
な
り
ま
す
。
萩
組
よ
り
無
料
バ
ス
も
で
ま
す
。

九
月
二
四
日
（
日
曜
）
午
前
八
時
半

秋
季
永
代
経
の
清
掃

る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
い
た
り
、山
口
県
内
の
寺
院
護
持
会

★
萩
組
法
要

十
一
月
二
六
日
（
日
曜
）
午
前
八
時
半

報
恩
講
の
清
掃

費
の
平
均
額
で
も
あ
る
五
千
円
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と

日
時

令
和
五
年
九
月
十
六
日（
土
曜
）午
後
一
時
半

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

な
り
ま
し
た
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
に
全
ご
門
徒
へ
配

会
場

萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
横
）

十
月
十
六
日
（
月
曜
）

布
予
定
の「
お
願
い
と
経
緯
に
つ
い
て
」
を
ご
精
読
い
た
だ
き
た

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
参
集
く
だ
さ
い
。

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

く
存
じ
ま
す
。

九
月

九
日
（
土
曜
）

十
月
十
四
日
（
土
曜
）

ご
門
徒
の
皆
様
に
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
出
費
多
端
の
折

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

柄
、ま
こ
と
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、何

十
月
一
日
（
日
曜
）

十
一
月
十
二
日
（
日
曜
）

卒
ご
理
解
を
賜
り
ご
協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

。

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会
（
本
堂
）

ま
す
。

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
ヨ
ガ
教
室

※
原
則
土
曜
日
の
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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銀
行
振
込

銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
今
年
も
開
催
■

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

店
名

一
〇
九(

イ
チ
ゼ
ロ
キ
ュ
ウ)

店

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
は
、本
年
も
富
く
じ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。例

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が
執
り
行

番
号

当
座
０
０
６
９
９
５
７

名
義

た
す
け
あ
い
募
金

年
、除
夜
会
は
大
晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
ま
す
。
平
成
二

わ
れ
ま
す
。帰
敬
式
は
、阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
前
で

※
通
信
欄
に
「
マ
ウ
イ
島
災
害
義
援
金
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
お
預
か
り
し

十
六
年
よ
り
、鐘
を
つ
か
れ
る
方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、除
夜

浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
し
、今
後
力
強
く

た
募
金
は
災
害
義
援
金
と
し
て
、被
災
地
へ
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ
抽
選
会

生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度
の
大
切
な
儀
式
で
、「
お

③
受
付
期
間

を
実
施
し
て
い
ま
す
。鐘
を
つ
け
な
か
っ
た
方
に
も
抽
選
券
を
配
布
し
ま
す
の

か
み
そ
り
」と
も
い
い
ま
す
。
式
は
原
則
と
し
て
ご
本
山
で
ご
門
主
に

二
〇
二
三(

令
和
五)

年
八
月
二
三
日(

水)

か
ら
当
分
の
間

で
、是
非
お
越
し
下
さ
い
。

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、三
帰
依
文
を
唱
え
て
、お
か
み
そ
り
を
受
け
、

④
問
い
合
わ
せ
先

■
第
四
回
山
口
別
院
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
■

法
名
を
い
た
だ
き
ま
す
。（
山
口
別
院
で
は
、椅
子
席
に
て
帰
敬
式

〒6
0
0
-8
5
0
1

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
本
願
寺
門
前
町

～
山
口
教
区
慶
讃
法
要
記
念
事
業
～

を
受
式
で
き
ま
す
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
伝
道
本
部

社
会
部
〈
災
害
対
策
担
当
〉

テ
ー
マ「
仏
縁
・
誕
生
と
慶
び
」

よ
ろ
こ

日
時
は
十
一
月
二
十
五
日（
土
曜
日
）、午
後
一
時
よ
り
受
付
、午
後
一
時
半
執
行
。冥
加

Ｔ
Ｅ
Ｌ0

7
5
-
3
7
1-5

18
1

Ｆ
Ａ
Ｘ0

7
5
-3
6
5
-
6
19
9

応
募
期
間
：
二
〇
二
三（
令
和
五
）年
九
月
三
十
日（
月
曜
日
）
必
着

金
は
成
人
一
万
円
三
千
円
・
未
成
年
八
千
円
を
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

■
仏
教
婦
人
会
法
座
の
報
告
■

応
募
資
格
：
プ
ロ
・
ア
マ
、住
所
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
込
み
方
法
は
、お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
七
日
ま
で
に
お
知
ら
せ

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
会
長
、山
中
喜
久
子
さ
ん
か
ら
仏
教
婦
人
会
法
座
に
お

県
内
外
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

く
だ
さ
い
。ま
た
、こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願（
本
人
が
ご
希
望
の
法
名
を
付
け
る
事
）
け
る
バ
ザ
ー
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
規
定
：
単
写
真

カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
ど
ち
ら
で
も
応
募
可

が
可
能
で
す
が
、九
月
九
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
、ご
本
山
で
の
帰
教
式
は
従
来
ど
う
り

「
み
な
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。
六
月
二
十
四
日
の
仏
教
婦
人
会
総
会
、六
月
二

※
２
Ｌ
サ
イ
ズ
以
上
を
推
奨
し
て
い
ま
す

に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
四
日
、二
十
五
日
の
仏
教
婦
人
会
法
座
は
、皆
様
の
お
か
げ
で
無
事
終
え
る
こ

※
撮
影
日
は
問
い
ま
せ
ん

■
報
恩
講

夜
の
座
■

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

（
記
念
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
も
応
募
で
き
ま
す
）

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
、今
年
は
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
日
の
二
日
間
の
予
定
、
症
拡
大
以
降
、様
々
な
活
動
に
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
、以
前
の
日

応
募
方
法
：「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
用
紙
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

朝
・
昼
・
夜
の
合
計
五
座
の
法
座
が
勤
修
さ
れ
る
予
定
で
す
。
日
程
の
関
係
上
、仕
事
な
ど
で
聴

常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

応
募
規
定
・
注
意
事
項
を
確
認
の
う
え
応
募
用
紙
を
記
入

聞
が
で
き
に
く
い
方
々
の
た
め
に
、ご
講
師
の
宿
泊
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
二
十
八
日
に
は
夜
の

今
年
は
、
仏
教
婦
人
会
の
総
会
・
法
座
を
二
日
間
で
き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し

し
、
作
品
と
同
封
し
て
本
願
寺
山
口
別
院
に
送
付
し
て
く
だ

座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
報
恩
講
で
は
こ
の
夜
の
座
が
十
一
月
二
十
八
日
午
後
七
時

く
思
い
ま
す
。
法
座
の
ご
講
師
は
、通
訳
、翻
訳
、
執
筆
、
講
演
等
、幅
広
く
活
躍

さ
い
。

よ
り
開
か
れ
ま
す
。本
年
の
ご
講
師
の
先
生
は
、子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
お
話
を
し
て
い
た

さ
れ
て
い
る
超
勝
寺
住
職

大
來
尚
順
師
で
し
た
。
す
ば
ら
し
い
ご
縁
を
い
た
だ

※
送
付
先

〒75
4
-00
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山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町3

-7

だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、夜
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
加
わ
る
予
定
で
す
。尚
、夜
座
が
仏
教

き
ま
し
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
山
口
別
院

壮
年
会
の
研
修
を
か
ね
て
い
ま
す
の
で
、仏
教
壮
年
の
皆
さ
ま
に
は
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご

一
日
目
の
バ
ザ
ー
も
皆
様
の
ご
協
力
で
、無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

※w
e
b

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
画
像
と
応
募
用
紙
を
添
付
し
て

参
加
く
だ
さ
い
。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
売
上
は
、四
八
一
二
二
円
で
し
た
。「
子
ど
も
た

y
am
agu

ch
ib
etsu

in
@
gm
a
il.c

o
m

に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
た
す
け
あ
い
運
動
募
金

ち
の
笑
顔
の
た
め
の
募
金
箱
」
に
一
二
五
三
八
円
募
金
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

※JP
G

デ
ー
タ
で5M

B

程
度
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
大
規
模
火
災

災
害
義
援
金
」
募
集
に
つ
い
て
■

た
の
で
、バ
ザ
ー
売
上
金
よ
り
補
助
い
た
し
ま
し
て
三
万
円
を
「
子
ど
も
た
ち
の

※
入
賞
者
に
は
デ
ー
タ
フ
ィ
ル
ム
の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
三(

令
和
五)

年
八
月
八
日
（
日
本
時
間
八
月
九
日
）、ハ
ワ
イ
・マ
ウ
イ
島
の
山
火

笑
顔
の
た
め
の
募
金
」へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

受
賞
：
審
査
員
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

事
を
原
因
と
す
る
大
規
模
火
災
に
よ
り
、島
内
の
ラ
ハ
イ
ナ
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

ざ
い
ま
し
た
。

審
査
発
表
：
本
願
寺
山
口
別
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
！

し
ま
し
た
。浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ハ
ワ
イ
開
教
区
ラ
ハ
イ
ナ
本
願
寺
に
お
い
て
も
、本
堂
・
庫
裏
・

ま
た
、法
座
で
は
、光
山
寺
コ
ー
ラ
ス
「
無
憂
華
」
が
、久
し
ぶ
り
に
演
奏
い
た

■
山
口
真
宗
教
学
会
第

回
大
会
■

36

ホ
ー
ル（
会
館
）
等
が
全
焼
し
、メ
ン
バ
ー
（
門
信
徒
）を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
へ
の
様
々

し
ま
し
た
。
ボ
チ
ボ
チ
、
活
動
を
再
開
し
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
参

日

時

…
十
月
十
三
日（
金
曜
）午
後
一
時
～

な
被
害
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

加
く
だ
さ
い
。

場

所

…
山
口
別
院

つ
き
ま
し
て
は
、被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
、「
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
」に
お
い
て
標
記
義
援

最
後
に
な
り
ま
す
が
、婦
人
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
法
座
準
備
の
た
め
に
、
お
掃

記
念
講
演
…
佐
々
木
閑（
花
園
大
学
教
授
）「
大
乗
仏
教
の
本
義
」

金
の
募
集
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
の
で
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
下
記
の
通
り
お
願
い
申

除
・
会
場
準
備
等
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、こ
れ
か

■
お
願
い
■

し
あ
げ
ま
す
。

ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
合
掌
」

納
骨
堂
の
継
承
者
の
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
時
に
は
、必
ず
書
面
に
て
申

①
募
金
の
名
称

■
仏
教
壮
年
会
主
催
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
■

出
く
だ
さ
い
。特
に
、近
年
は
固
定
電
話
を
廃
止
さ
れ
る
方
が
多
く
、携
帯
電

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

た
す
け
あ
い
運
動
募
金

仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
尾
方
忠
久
）で
は
体
育
部（
部
長
、西
本
一
夫
）行
事

話
番
号
が
不
明
で
す
と
、住
所
変
更
後
に
連
絡
が
つ
か
な
く
な
る
場
合
が
発

「
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
大
規
模
火
災

災
害
義
援
金
」

の
一
環
と
し
て
、
十
月
二
十
二
日（
日
曜
）に
白
水
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

生
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、固
定
電
話
を
廃
止
さ
れ
ま
し
た
ご
門
徒
の
方
に

②
受
付
口
座
番
号

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
よ
り
女
性
の
方
も
参
加
さ
れ

お
か
れ
ま
し
て
も
同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

郵
便
振
替

０
１
０
０
０
～
４
～
６
９
９
５
７

加
入
者
名
「
た
す
け
あ
い
募
金
」

て
い
ま
す
。
人
数
制
限
の
関
係
で
参
加
申
込
み
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分

（第 80号） 光山寺新聞 ２０２３年（令和 5 年）9 月 26日（火曜日）


